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会期も残すところあと僅かとなりました！今回は設立当初のロイヤル・アカデミーから現在まで続く

その活動と、当時の様子をうかがい知ることが出来るエピソードをいくつかご紹介します。ロイヤル・

アカデミーは芸術家による芸術家のための支援機関として 1768 年にジョシュア・レノルズを筆頭に設立

されました。当時、芸術家は未だ職人的意味合いが強く、パトロンたちから注文を受けて作品を制作す

るという立場にあったのです。そこで、自立を目指した芸術家たちは一念発起し、時の国王ジョージ 3

世に芸術機関の設立請願書を提出しました。そこに目的として記されていたのは、芸術家たちが持つ才

能を公表し、世評と励ましを享受できるような展覧会を毎年開催すること（後に年次展覧会と呼ばれま

す）、そしてイギリス初の美術学校を創立すること、この 2つでした。フランスでは当時既にアカデミ

ーが権威的な存在としてあったにも関わらず、イギリスではまだ芸術家が作品を見せるために展覧会を

行う環境が整っていなかったことが分かります。当初は芸術家である 34人の会員自らが運営する自治組

織として創始され、250年後の現在もロイヤル・アカデミーが運営の指針として設定したこれらの活動は

現在においても続けられているのです。 

 記念すべき第１回目の展覧会は 1769 年 4月 26 日から約１カ月間にわたって開催されました。非会員

でも出品を希望することが出来るのですが、当初 136 点だった作品数は 1840 年には 1500 点、1870 年に

は 3510 点、1914 年には 11615 点までに脹れあがっていきます。しかし、スペースには限りがあるため、

実際には 2500 点ほどしか展示出来ないという状況があり、実質倍率はかなり上がっていたことが分かり

ます 



↑ピエトロ・アントニオ・マルティーニ 《ロイヤル・アカデミーの展覧会》(1787) 

 出来るだけ多くの作品を展示するため、このように絵は天井まで敷き詰められていました。溢れんば

かりに絵が飾られています！当然、天井に近づく程絵は見えづらくなりますから、会員による出品審査

に通過しても、時に壮絶な場所取り争いが繰り広げられたそう。そこで、床から 8フィート（2.4 メート

ル）のところに額縁の下辺がくるように「ザ・ライン（The Line）」と呼ばれる線が引かれてありまし

た。それは誰にとっても鑑賞しやすい場所という意味で、アカデミーが重要と考えた作品はこの線の上

に配置され、また線から離れた場所に作品が飾られることは画家のプライドを汚される事でした。時に

は作品の位置をめぐって懇願や苦情が殺到したとか。作品の増加に伴い当然来場者も増え続け、1879 年

には 39 万 1000 人が来場するなど、年次展覧会は国民的人気を博した催しであったことが分かります。

ここで販売される作品の売り上げは 100%作家に渡っていたというから良心的。展覧会の収益から 200 ポ

ンドは生活に困っている芸術家にあてがわれ、それ以外は運営費とされていました。 

 また締切に間に合わない、出品後も手を加えたいという作家が後を絶たなかったらしく、展示設営後、

まとめて手直ししてもよいという日が予め設けられていました。仕上げ日という名目も込められていた

ので、「ニスの日（Varnishing Day）」と呼ばれるようになり、現在は内覧会を指す言葉として使われ

ています。この期間には周囲の絵との関係性を考慮して、大幅に描きなおす画家もいたようです。特に

カンスタブルとライバル関係にあったターナーは通常は 3日間のところ、このために 5日を要していた



そう（もっと掘り下げると色々な人間模様が見えてきそうです…）。 

↑フランク・ルイス・エマニュエル《ロイヤル・アカデミーのニスの日》（1907）     

 出品者が一堂に会すこの日は重要な交流の機会でもあったことがこの風刺画からも伝わってきます。

ここにはラファエル前派の面々による絵画や、イギリス美術を代表する作品が出品されてきたわけです。

かの有名なジョン・エヴァレット・ミレイの《オフィーリア》が初めて公開されたのも、この年次展覧

会。しかし、そんなロイヤル・アカデミーも 19 世紀末には印象派のような外部から新潮流の風を受け、

存続の危機を迎えたことがありました。しかし、反発する作家たちも最終的には会員として受け入れる

ことで分裂を回避し、存続し続けて来たのです。ロイヤル・アカデミーが当初から掲げていた理念はそ

の時 1番の芸術作品を展示すること。では、現在は一体どのような作家がいるのでしょうか？ 

 昨今の会員数は約 80 人。ここには、トニー・クラッグ、リチャード・ディーコン、アントニー・ゴー

ムリー、ザハ・ハディッド、デイヴィット・ホックニー、アニッシュ・カプーア、ヴォルフガング・テ

ィルマンス…といった現代美術ファンにとってはお馴染みの作家たちも多く含まれています。なんと、

あいちトリエンナーレ 2013 に出品していたことで記憶に新しい、ボウリング・レーンを納屋端エリアに

設置したリチャード・ウィルソン《Lane 61》や、ぺしゃんこにした楽器を展示したコーネリア・パーカ



ー《無限カノン》も実はロイヤル・アカデミーの現会員なのです！（著作権の関係で写真を掲載出来な

いのが残念です…）このように、設立当初は古典主義的であったロイヤル・アカデミーも、現在では様々

なメディアを用いる先鋭的な作家たちによって支えられています。 

 イギリスにおける初の美術学校でもあったアカデミーは、数多の芸術家を輩出しています。現在は大

学院のプログラムに特化していますが、授業も変わらず無料で行われ、現役作家である会員たちが教壇

に立つことも続けられています。このように伝統を守りつつも、時代の変化に即して柔軟に発展を遂げ

てきたロイヤル・アカデミー。私自身も今回の展覧会を担当して初めて運営方法を改めて理解しました

が、250 年間にわたり芸術家の制作をサポートする機関であり続けているのです。 

（N.O.） 


